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　2022年におけるEU27カ国の若い農家は141億ユーロの
資金不足に直面しており、この額は農業部門全体にお
ける資金不足の22％に相当する。

（２）若い農家に有利な資金の調達手段をより適切に設
定する。特に、長期融資の確保が困難な状況にあるた
め、若い農家向けに低金利、担保要件の緩和、据置期
間の設定、返済期間の長期化などの措置を含めた融資・
保証基金を提供する。

（３）欧州投資銀行と連携した専用融資枠を設定して、
若い農家の資金確保を促進する。

（４）土地の利用、所有、価格の透明性を向上するため
に創設された「欧州土地観測所」は、若い農家が利用
可能な土地を確保し、農場を承継できるように支援す
るなど、新規参入者が農業を始めやすくする。また、
政府に情報を提供し、土地投機の抑制に貢献する。

　多くの高齢農家が土地を所有している一方で、若い世
代は借地権にとどまることが多い。若い農家の所有面
積は約1,000万ヘクタールであるのに対し、借地面積
は約1,500万ヘクタールとなっている。そのため、高
齢農家に十分な退職保証（年金改革）を提供すること
で、適時な農地の継承、流動化を促進する。

（５）海外で優れた農業慣行を学んだり、収益の多角
化を他産業から学んだりするための「若い起業家の
ための学生交換・奨学金プログラム」（Erasmus：
European Region Action Scheme for the Mobility of 
University Students）への若い農家の参加を促進する。

　また、農業の再生には、活気のある農村地域社会の構
築が必要である。そこで、この戦略では農村地域の生活
を魅力的にするため、若者や女性の農業参入を支援しな
がら、次のような地域開発（インフラ整備）などを実施
する。

（１）保育、医療、交通、ブロードバンドなどの農村イ
ンフラとサービスへ投資する。

（２）アグリツーリズム、バイオエコノミー、再生可能
エネルギープロジェクトによる事業の多角化を図る。

（３）農家が仕事、家庭、教育・訓練のワークライフバ
ランスをとるのを支援する救援サービスを実施する。

（４）若者にインスピレーションを与え、農村のアイデ
ンティティを強化するための農村青少年大使のような
活動を実施する。

　なお、この戦略における取組は、現在および将来の
CAP、補完的なEU政策、利害関係者による主導および
国家施策を通じた複数レベルで実施される。その成功に
は、国家レベルでの取組が極めて重要であるとして、欧
州委員会はEU加盟国、特に対応に遅れをとっている加
盟国に対し、農業支出の少なくとも６％を世代交代の促進
措置のために投資するよう求めている。これに加えて、こ
の戦略には、課題に対処するため、若い農家への支援策を
規定する2028年までの国家戦略の策定が含まれている。

②

EU農業の未来を拓く世代交
代戦略2

　欧州委員会は2025年10月21日、「EU農業における世代交代戦略」を発表し、若い農家を支援し、より多
くの若者をEU農業に引き付けるための明確な工程を定めた。この戦略では、新規就農者を含む40歳未満の若
い農業従事者が農家全体に占める割合を、2020年の12％から2040年までに24％へ倍増させることを目標
にしている。同様の課題に直面している我が国にとっても参考となると考えられるため、その概要を紹介する。

１．世代交代戦略の背景と目的
　EU農業は、他の産業に比べて労働力の高齢化が進ん
でいるという大きな課題に直面している。他方、若い農
家はEUにおける食料安全保障と農村地域活性化の鍵を
握っている。
　EUの共通農業政策（CAP）では、若い農家向けに
特化した複数の支援策を講じており、その一環とし
て、欧州委員会は農業における世代交代のための戦
略「EU農業における世代交代戦略」（EU Strategy for 
Generational Renewal in Agriculture）を発表した。こ
の戦略では、若い農家を支援し、より多くの若者を農業
に引き付けることを目指している。
　現在、EUにおける農家の３分の１が65歳以上、平均
年齢は57歳で、40歳未満はわずか12％である。また、農
村地域に居住する若年層（15～29歳）の人口も減少傾
向にあり、2013年から2019年の間に、EU-28の農村地域
に住む15～24歳の若者の数は360万人から190万人に減少
し、25～29歳の若者の数は690万人から590万人に減少し
た。多くの高齢農家は引退を望んでいるが、農場をどう
やって、あるいは誰に譲るべきか分からないという不安
に直面している。一方、若い世代にとっては、経営継承
の規則の不明確さや限られた機会が農業分野への参入を
遅らせている。
　このような状況は、長期的な食料安全保障、食料生産
におけるEUの戦略的自主性、農村社会の持続可能性に
大きなリスクをもたらすことが懸念されている。経営継
承が遅れると、農場の細分化、競争力の喪失、蓄積され
た経験の消失のリスクがある。また、経営継承の遅滞や
不確実な譲渡は、若者が農業に投資したり、家業を引き
継いだりすることを思いとどまらせることにもつなが
る。農業経営の継承は単なる農家の問題ではなく、EU
の食料システムや農業遺産の継続性の問題でもある。
　しかし、農業の持続性と魅力を維持するには、若者が
農村地域での生活と経営経験を築くための適切な条件を
整えなければならない。新しい世代交代戦略では、2040
年までにEUの若い農家の割合を倍増させることを目標
に、これを達成するための明確な工程を設定している。

２．世代交代の促進策
　「EU農業における世代交代戦略」では、農地の確保、
資金の調達、技能の向上、農村地域における公正な生活
水準、円滑な経営継承・引退支援（退職保証）という重
要な継承工程が設定されている。また、この戦略は、適
時で透明かつ公正な経営継承を支援するために、法的、
財政的、教育的な措置を組み合わせて推進している。具
体的な取組は、次のとおりである。

（１）次期共通農業政策（CAP）において、若い農家向
けの「スターターパック」（Starter pack）の導入に
より、最大30万ユーロの一時金を支給し、若者の農業
分野への参入と定着を促進する。


